
Ⅱ  研究部の実践研究 

 １．授業づくりグループの実践 

（１）研究の内容 

 

 

 

 

 

 昨年度は「『主体的・対話的で深い学び』の実現に向け 

た指導の工夫・改善」という主題のもと，そのモデル授業づ 

くりを進め，「話合い活動」と「乗り入れ授業（小中連携）」 

を主な研究内容とし，研究を進め，授業公開を行った。そ 

こで研究してきた指導計画作成のノウハウを，これからの 

未来を担う若い先生方に伝達したいと考え，今年度は研究 

を進め，採用１～５年の教員対象の研修講座を行った。 

 

 

（２）研修講座について（研修講座報告） 

①授業づくりの根幹となるもの 

 授業づくりや指導案作成を進めるにあたり，学習指導要領を熟知しておく必要がある。そこ

で，まず，研修講座では，「学校に求められているもの」「学習指導要領の方向性」について，

確認する時間を取った。 

 

新学習指導要領を踏まえた指導計画づくり 

「単元のまとまりを見通した指導計画の作成」 

「本時の目標と活動，まとめにねじれのない指導計画の作成」 

より 
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②指導案作成について 

＜指導計画づくりの３つのポイント＞ 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習指導要領改訂 

ア 何を学ぶか 

 新しい時代に必要とな

る資質・能力を踏まえた教

科・科目などの新設や目

標・内容の見直しを進め

る。  

 

 

 

イ 何ができるようになるか 

〇生きて働く知識技能の習得 

〇思考力・判断力・表現力など

の育成 

〇学びに向かう力，人間性の

涵養 

を目指すために，「評価」が重要

となる。 

 

 

 

 

 

ウ どのように学ぶか 

「主体的・対話的で深い学

び」の視点から学習課程を

改善し，新しい時代に求め

られる資質・能力を育成す

る。そのために学習課程の

質的改善を図る。 

 

授業の根幹となる学習指導案の作成が，「①何を学ぶか」「②何ができるようになるか」「③どの

ように学ぶか」においての，子ども達の学びの方向性を明確にする地図となる。 

                  

 子ども達と「これまでの学び（何を学習してきたか）」と「これからの学び（何を学習してい

くか）」を共有できる授業づくりを目指したい。 

 

 

 

〇毎回考えるのではなく，まとめて一気に指導計画を考えること。

時間短縮になり，今後の学びの見通しをもつことができる。 

 

 

〇主体的な学びの第一歩は，子どもたちが「自分が今，何を学んで

いるのか」が分かること。そこを目指した授業を作るとよい。 

 

 

 〇授業の中で，子どもたちと何を共有して，どんな指示で動かそう

かをイメージすること。その学習を進める方法は無限にあるの

で，どれがよいかを吟味するとよい。 
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単元名（題材名） 

③指導計画作成における大前提 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④単元の指導計画の作成について 

学習活動ありきの授業にならないために，目標・主な学習活動・評価がある中で，目標（何

ができるようになればよいか）と評価（どうやって見取るか）が表裏一体にあるので，目標か

評価から考えていくとよい。目標や評価が定まったところで，それを達成させるための具体的

な学習活動を考えると，「目標⇔学習活動⇔評価」が一体化した一単元が構成できる。 

目標・評価は，国研の評価規準から引用しつつ，その一単位時間に合った内容を設定する。

その目標達成のために何を取り組ませたいかを，子ども達の姿を思い浮かべながら考え，その

時間の何で（どこで）評価するのかを決める。また，評価項目をバランスよく配置し，評価に

追われない授業構成にすることも重要となる。（一単位時間に評価項目は１つが望ましい。） 

学習活動については，「何を」「どのように取り組ませるか」という子どもたちの具体的な活

動の姿を考えるとよい。教科書を熟読し，問題文やまとめを見ると，さらにイメージしやすい。 

 

単元の目標 

教科書の単元の名前から書き写す。 

※ここには時間をかける必要はない。 

 

学習指導要領から，該当する目標を立てる。 

※教科書と十分照らし合わせながら進める。 

 

 

単元の系統 図式化されたもの（指導書・テストの付録など）を単に写すだ

けではなく，実際に教科書を見ていくことが大切である。「ど

のような問題，どのような例を使っているのか。」「この単元で

どこまで教えるのか。」「次にどのような学習につながるのか。」

など，学習の具体的な内容を把握する必要がある。さらに，今

後の学びのつながりを意識することも重要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元の評価

規準 

「子どもたちは，何ができればよいか」という具体的な子ども

たちの姿を考える。「国立教育政策研究所（国研）」の評価規準

を参考にするとよい。「評価規準に盛り込むべき事項」と「評

価規準の設定例」を評価項目ごとに見ていくと，同じ言葉が入

っていることが分かる。それが，評価するうえで重要なキーワ

ードとなる。さらに，学習指導要領でも確認すれば，確信をも

った評価規準の設定ができる。 
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＜単元の指導計画例＞  

 

 

 

 

 

時間 単位時間の目標 ○主な学習活動  ■評価規準 □評価方法 

１ 「復習問題」「準備問題」 ○復習・準備問題に取り組

み，平均の出し方やグラフ

の描き方を想起する。 

 

 

 

 

【関】平均やグラフに表す

よさに気付き，進んで問題

解決しようとしている。 

□ノート・発言 

２ 資料について話し合い，情

報を整理して，資料の調べ

方に関心をもち，意欲的に

取り組んでいる。 

○散らばりについて知り，

数直線上に点で表す。散ら

ばりの特徴やよさを交流す

る。 

 

 

 

 

【関】（技）資料の散らばり

が分かる表し方に興味関心

をもつ。散らばりの様子を

表すことができる。 

□教科書・発言 

３ 

 

散らばりを表す度数分布表

を作ることができる。 

○前時に作成した散らばり

が分かる数直線を生かし，

度数分布表を作る。 

 

【技】度数分布表を作るこ

とができる。 

□ワークシート 

４ 

 

度数分布表を活用して，柱

状グラフを作ることができ

る。 

○前時に作成した度数分布

表を活用し，柱状グラフを

かく。 

 

【技】柱状グラフのかき方

を知り，それをかくことが

できる。  

□ワークシート 

５ 度数分布表と柱状グラフか

ら資料の特徴を表現したり

考察したりすることができ

る。 

○度数分布表や柱状グラフ

を考察し，根拠をもって説

明する。 

 

 

 

 

【考】度数分布表や柱状グ

ラフから，根拠をもって説

明し，資料の特徴を読み取

ることができる。 

□ノート・交流 

 

 

 

 

 

「単位時間の目標」と「評価規準は」表裏一体。ここが授業の骨組となり

ます。ここから考えて，最後に「学習活動」へと進めていきましょう！ 

 

国研の評価規準から引用しつつ，

その時間に合った目標を定める。 

 

 

何で評価するのかを考える。評価

に追われないことも念頭に置く。 

 

 

４つの評価規準がバランスよく

入るように，考える。 

 

 

縦に見るだけでなく，「単位時間の目標」「学習活動」「評価規準」の３つが三位一体

になっているかを再度確認する。教科書の問題文やまとめなども授業の根幹となるの

で参考にするとよい。 
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④指導計画を立てたら… 

 

 「学び」は子ども達のものなので，子ども達が迷子にならないように配慮していきたい。子

ども達自身が「今，何を学んでいるのか」「何ができるようになればよいのか」を主体的に理解

できていると，子ども達が自ら学んだり，これまでの学びをつなげたりしながら，深い学びを

進めることができる。重要なのは，単元を通してのゴールを明確にもっておくこととなる。そ

れがぶれることが無ければ，指導内容に自信をもつことができる。 
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（３）成果と課題 

①成果 

・１つの授業，１つの単元についてじっくり教材研究をするよい機会となった。 

・指導計画作成を通じ，教材研究の仕方や日常の学校の話題の交流などを通して，同じ世代の

教員同士のよい交流ができた。 

 

②課題 

・指導計画作成を重点にしたために，作成した指導計画を交流する時間が少なかった。 

・今回は算数科に特化したので，他の教科や分野を題材にして講座をもつことができればよい。 

初任で授業づくりに悩む

ことが多かったので，参考

になりました。 

 

 

 

 

 

 

単元の指導計画では，算数

だけは作るようにしてい

ましたが，「まだまだ作り

が甘かったな。」と反省し

ました。 

 

 

 

他の先生方と相談しなが

ら考えたので，考えが膨ら

みました。 

 

 

 

 

 

 

研究所の方が気さくに話

しかけて下さり，質問しや

すく，アドバイスをたくさ

んもらえました。 

 

 

 

 

先に評価から考えること

が勉強になりました。 

 

 

 

研修内容が簡潔で分かり

やすかったです。今回教

わったことを，自校に帰

っても実践したいと思い

ます。 

 

 
細かいところまでしっ

かり計画を立てていか

なければならないと実

感しました。 

 

 

 

 

頭をたくさん使いました。

質問に丁寧に答えてもら

い，うれしかったです。計

画的に授業づくりを進め

ていこうと思います。 

 

 

 

 

これからの自分自身の教

材研究の見直しをがんば

ろうと思う心をもちまし

た。 

 

 

 

 

同じ学年の先生方と一緒

に授業を考えることがで

き，良い経験になりまし

た。 

 

 

 

 

授業づくりに大切なこと

を改めて確認できてよか

ったです。 

 

 

 

同じ学年の先生方とお互

いに近況報告し合えるの

が，とてもいい刺激になり

ました。 

 

単元の指導計画の重要性に

気付くことができました。 

 

 

課題が終わりきりませんでしたが，「こうしてみようかな。」

という算段を付けることができました。 

 

８月２３日の授業づくり

研修講座受講者からの声 
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